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8主な記事

P 2 ～ 9■ 美浜発電所の状況について

P10～11■ 避難行動要支援者名簿への登録申請を！

上手にできたかな？
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美
浜
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て↑美浜発電所建設中の様子(昭和42年撮影)

安全性向上対策工事着工前の美浜発電所

↑大阪万博会場の電光掲示板(昭和45年撮影)

　

運
転
期
間
を
終
え
た
原
子
力
発
電
所

は
、
ま
ず
、
原
子
炉
か
ら
使
用
済
燃
料
を

取
り
出
し
、
化
学
薬
品
等
を
使
っ
て
配
管

や
原
子
炉
容
器
内
面
に
付
着
し
て
い
る
放

射
性
物
質
を
除
去
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
5
〜
10
年
間
、
放
射
能
が
弱

ま
る
の
を
待
ち
、
建
屋
内
部
の
配
管
や
容

器
等
を
解
体･

撤
去
し
ま
す
。
内
部
の
放

射
性
物
質
を
除
去
し
た
上
で
、
通
常
の
ビ

ル
等
と
同
じ
よ
う
に
建
屋
の
解
体
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
左
図
の
第
1
段
階
の
解
体
準

備
期
間
と
し
て
、

① 

配
管
内
に
付
着
し
た
放
射
性
物
質
を
除

去
す
る｢
系
統
除
染
工
事｣

　

(

平
成
30
年
3
月
に
作
業
完
了)

② 

原
子
炉
容
器
外
の
線
量
測
定
や
容
器
内

外
の
試
料
採
取･

分
析
を
行
う｢

残
存

放
射
能
調
査｣

③ 

放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
な
い
タ
ー
ビ

ン
建
屋
内
の
機
器
等
の｢

解
体
撤
去｣

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
号
機･

2
号
機

　

美
浜
発
電
所
1
号
機
及
び
2
号
機
は
、
平
成
27
年
4
月
27
日
に
運
転
を
終
了
し
、

平
成
29
年
4
月
に
原
子
力
規
制
委
員
会
よ
り
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
を
受
け
、
同
年

4
月
か
ら
廃
止
措
置
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
工
程
を
大
き
く
4
段
階
に
分
け
、
約
30
年
を
か
け
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、

令
和
27
年
度
の
廃
止
措
置
完
了
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
転
を
終
了
し
た
原
子
力
発
電
所
を
解
体
撤
去
し
、
廃
棄
物
の
処
理･

処
分
と
跡
地

を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
作
業
を
行
う
こ
と
で
す
。

【
廃
止
措
置
と
は
？
】

美浜発電所1･2号機廃止措置計画の概要
【第1段階】解体準備期間 (認可後～令和3年度)

原子炉格納容器

加圧器

蒸気発生器
原子炉
容器

タービン建屋

海水ポンプ

新燃料庫

●系統除染(平成30年3月に完了)　●放射能調査(平成30年3月より着工)

●2次系設備の解体撤去(平成30年3月より着工)　●新燃料の搬出

復水器

工事

内容

【第2段階】原子炉周辺設備解体撤去期間 (令和4～17年度)

原子炉格納容器 タービン建屋原子炉補助建屋

主な解体範囲

海水ポンプ

発電機

その他2次系設備

新燃料庫

体積制御
タンク

加圧器

蒸気発生器

原子炉
容器

使用済
燃料プール

使
用
済
燃
料
の
搬
出

●原子炉周辺設備の解体撤去　●使用済燃料の搬出

●2次系設備の解体撤去(第1段階に引き続き)

【第3段階】原子炉領域解体撤去期間 (令和18～23年度)

主な解体範囲

使用済燃料プール

原子炉格納容器
タービン建屋原子炉補助建屋

加圧器
蒸気発生器

原子炉
容器

●原子炉領域の解体撤去
●2次系設備の解体撤去(第1、2段階に引き続き)
●原子炉周辺設備の解体撤去(第2段階に引き続き)

【第4段階】建屋等解体撤去期間 (令和24～27年度)

工事

内容

工事

内容

主な解体範囲

原子炉格納容器原子炉補助建屋
工事内容

●建屋等の解体撤去

●管理区域の解除

海水ポンプ

新
燃
料
の
搬
出

原子炉補助建屋

使用済
燃料プール

タービン

体積制御
タンク

主な解体範囲系統除染範囲残存放射能調査範囲

　昭和 37 年に町議会で原子力発電所誘致が議決され、関西電力㈱により、丹生地区に国内

初となる加圧水型軽水炉 ( ＰＷＲ ) の原子力発電所が建設されました。

　しかし、平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に伴い、東京電力福島第一原子力発

電所において環境中へ放射性物質が放出される重大事故が発生したことにより、原子力発電所

の安全基準について大きく見直されることとなりました。

　国は、この事故の教訓や反省、国内外からの指摘を踏まえて、これまでの原子力発電所等

の規制を強化するため、独立性が高い ｢ 原子力規制委員会 ｣ を設置し、同委員会により原子

力発電所等の新たな規制基準が策定されました。

　関西電力㈱では、この ｢ 新規制基準 ｣ を踏まえて、必要な安全対策等について検討し、電力

供給力や運転可能期間、工事費等を総合的に勘案した結果、1･2 号機については廃炉を決定し、

3 号機については新規制基準に適合するための対策工事を実施することとしました。

　今月号では、美浜発電所の各号機の状況についてお知らせします。

　昭和 45 年の大阪万博では、初めて美浜発電所 1 号機から原子力の電気を送り、昭和 47 年に

2 号機、昭和 51 年に 3 号機が運転を開始して以来、関西地域に電力を供給し続けています。

　美浜町は ｢ 原子力と共生する町 ｣ として、半世紀にわたり安全 ･ 安心を追及しつつ、原子

力発電のパイオニアとして、国のエネルギー政策に貢献してきました。
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3
号
機

　

美
浜
発
電
所
3
号
機
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
後
に
定
め
ら
れ
た｢

新
規
制
基
準｣

に
適
合
す

る
た
め
の｢

安
全
性
向
上
対
策
工
事｣

が
平
成
29
年
6

月
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
令
和
2
年
9
月
の
工
事
完

了
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
浜
発
電
所
1･
2
号
機
で
解
体
撤
去

を
行
う
と
、
約
35
万
４
，
６
０
０
ト
ン
の

解
体
廃
棄
物
が
発
生
し
ま
す
。こ
の
う
ち
、

約
97
％
は
、
放
射
性
廃
棄
物
で
は
な
く
、

ビ
ル
等
の
解
体
で
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物

と
同
様
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
材
で
す
。

　

ま
た
、
約
2
％
は
放
射
能
レ
ベ
ル
が
と

て
も
低
く
、
放
射
性
廃
棄
物
と
し
て
扱
う

必
要
の
な
い｢

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
対
象
物｣

と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
道

路
路
盤
材
や
鉄
筋
等
に
再
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
残
り
の
約
1
％

が
放
射
性
廃
棄
物
で
す
。

産業廃棄物  産廃処分場

リサイクル 路盤材等

放射性廃棄物
でない
一般廃棄物
及び

クリアランス物

建物のコンクリート、ガラス、金属等

解体用資材等
金属、コンクリート
ガラス等

放射能レベルが

極めて低い廃棄物

放射能レベルが

比較的低い廃棄物

放射能レベルが

比較的高い廃棄物

トレンチ処分

　　ピット処分

放射性廃棄物でない一般廃棄物

放射性廃棄物でない一般廃棄物
　　　及びクリアランス物の処理処分

放射性廃棄物

クリアランス対象物 放射性廃棄物の処理処分

固体廃棄物の処理･処分方法

　

原
子
力
発
電
所
の
運
転
や
解
体
に
伴

い
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄
物
の
う
ち
、

放
射
性
物
質
の
放
射
能
レ
ベ
ル
が
低
く
、

人
体
の
健
康
へ
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
の
認
可･

確

認
を
経
て
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
と
な
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
ま
た
は
産
業
廃
棄
物
と
し

て
処
分
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
を｢

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度｣

と

い
い
ま
す
。

　

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
で
は
、
人
体
の

健
康
へ
の
影
響
が
な
い
放
射
能
レ
ベ
ル

の
基
準｢

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル｣

が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
自
然
界
か
ら
受
け

る
放
射
線
量
の
１
０
０
分
の
1
以
下
の

年
間
０
．
０
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
相

当
す
る
放
射
能
濃
度
を
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

レ
ベ
ル
と
し
て
い
ま
す
。

↑ クリアランス物を再利用して作られた関西電力㈱
原子力事業本部(郷市)のベンチ

1･
2
号
機
解
体
で
発
生
す
る
廃
棄
物
の
約
97
％

は
、
放
射
性
廃
棄
物
で
は
な
く
、
一
般
廃
棄
物(

コ
ン

ク
リ
ー
ト
や
鋼
材
等)

で
す
。

発
電
所
内
の
放
射
性
物
質
は
、

廃
止
措
置
に
伴
い
低
減
し
て
い

き
、
最
終
的
に
は
自
然
界
と
同

程
度
の
量
に
な
り
ま
す
。

廃止措置に伴う放射性物質の量の低減

運転中

燃料の搬出

周辺設備の解体

原子炉等の解体

建屋等の解体

放
射
性
物
質
の
量

発電期間 廃止措置期間

▼廃止決定/廃止措置計画認可

▼廃止措置
　終了確認

● 使用済燃料の搬出、原子炉やその周辺施設の
解体によって放射性物質が大幅に低減

自然界における
放射性物質の量

｢

新
規
制
基
準｣

施
行　

平
成
25
年
7
月
8
日

適
合
性
申
請(

関
西
電
力
㈱)

原
子
力
規
制
委
員
会　

ヒ
ア
リ
ン
グ･

審
査
会
合

平成27年3月17日
･原子炉施設の
 基本設計･方針

平成27年11月26日

･原子炉施設の詳細設計

平成27年3月17日

･運転管理体制

･ 原子炉施設の運用に関する事項

平成27年11月26日
･ 原則40年の運転期間を60年ま
で延長

平成28年
10月5日

平成28年
10月26日

原子炉設置
変更許可申請

工事計画
認可申請

保安規定
変更認可申請

運転期間延長認可に
係る審査

平成28年
11月16日

運転期間延長
認可の条件

平成29年6月

工事着工

令和2年9月

工事完了予定
⇒ ⇒

平成29年12月15日

使用前検査(※)申請
⇒ 検査実施

【※使用前検査】
　 安全対策設備が工事計画認可どおりであるかを確認

するため、各段階で実施する機能･性能の検査

令和２年
2月27日

令和2年9月工事完了予定
令和2年7月現在

｢新規制基準｣への適合審査の対応状況
(原子力規制委員会への許認可申請及び許認可の状況)

安全性向上対策工事を進めている美浜発電所

許可

認可

認可

認可

完了
予定

  中深度処分

美浜１･２号機
廃棄物発生推定量(※)

※美浜発電所１･２号機廃止措置計画の見込み数値より

1号機 2号機 3号機

安全性向上対策工事

↑ タービン解体の様子

(約354,600トン)
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｢
新
規
制
基
準｣

は
、福
島
第
一
の
事
故
や
海
外
の
規
制

動
向
を
踏
ま
え
、従
来
の
安
全
基
準
の
強
化
と
重
大

事
故
へ
の
対
策
を
含
め
た
新
た
な
安
全
基
準
で
す
。

　

原
子
力
発
電
所
は
、
万
が
一
、
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
原
子

炉
を｢

止
め
る｣｢

冷
や
す｣
、
放
射
性

物
質
を｢

閉
じ
込
め
る｣

こ
と
で
、
安
全

を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は
、

地
震
発
生
に
伴
い
原
子
炉
が
自
動
停
止
し

た
も
の
の
、
そ
の
後
に
襲
来
し
た
津
波
に

よ
り
全
電
源
と
炉
心
冷
却
機
能
を
喪
失
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
燃
料
や
原
子
炉
容
器
が

損
壊
、
水
素
爆
発
が
発
生
し
、
閉
じ
込
め

機
能
が
失
わ
れ
た
た
め
、
放
射
性
物
質
が

環
境
中
へ
放
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら｢

地
震･

津
波･

浸
水

対
策｣｢

電
源
及
び
冷
却
設
備
の
多
重
化･

多
様
化｣｢

放
射
性
物
質
拡
散
を
防
止･

抑
制
す
る
対
策｣

が
重
要
と
な
り
、
新
規

制
基
準
で
は
、
想
定
を
上
回
る
自
然
災
害

や
テ
ロ
攻
撃
な
ど
に
備
え
た｢

重
大
事
故

対
策･

テ
ロ
対
策｣

、
既
存
の
設
備
の
安
全

対
策
を
強
化
す
る｢

設
計
基
準
の
強
化｣

、

活
断
層
調
査
の
強
化
や
津
波
防
護
策
を
定

め
た｢

地
震･

津
波
対
策｣

が
新
た
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福島第一原子力発電所事故の進展を踏まえた対策

地震発生

津波襲来

原子炉自動停止
外部電源喪失

非常用電源起動
炉心冷却系起動

全電源喪失

炉心冷却機能喪失

炉心損傷･水素発生

原子炉建屋へ水素･
放射性物質漏えい

原子炉建屋の
水素爆発

環境へ放射性
物質放出

①止める

②冷やす

地震や津波･
浸水対策の
大幅な強化

電源及び
冷却設備の
多重化･多様化

発電所外への
放射性物質の
拡散を防止･
抑制する
対策の増強

③閉じ込める

②冷やす

■事故の進展 ■事故後の
　対策強化･追加

原子力発電所の新規制基準

■従来の規制基準

■新規制基準

自然現象に対する考慮

火災に対する考慮

電源の信頼性

その他の設備の性能

耐震･耐津波性能

意図的な航空機衝突への対応

放射性物質の拡散抑制対策

格納容器破損防止対策

炉心損傷防止対策

内部溢水に対する考慮(新設)

電源の信頼性(独立の2回線確保等)

耐震･耐津波性能(防潮堤の設置等)

(複数の機器の故障を想定)

自然現象に対する考慮
(火山、竜巻、森林火災を新設)

火災に対する考慮
(難燃性ケーブルの使用等)

その他の設備の性能
(通信設備の強化等)

･設計基準の強化
･ 外的事象に対する
 考慮の拡大

新規制基準に基づき美浜発電所3号機で進められている安全対策

①事故発生防止　　…地震や津波、竜巻等の自然災害や火災から発電所を守る備え

②事故進展防止　　… 電源や冷却機能の強化により原子炉等を安定的に冷却し、

重大事故を防ぐ対策

③事故拡大防止　　… 原子炉格納容器の破損防止や放射性物質の拡散抑制等、

万一の重大事故に対応するための対策

④万一の更なる備え…テロや大規模災害等、あらゆる事態を想定した対策

40
年
超
運
転
の
必
要
性

原
子
力
発
電
の
停
止
に
よ
り

火
力
発
電
の
割
合
が
急
増

　

昭
和
48
年
の
第
一
次
石
油
危
機
以
降
、

日
本
で
は
、
石
油
依
存
か
ら
脱
却
す
る
た

め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
以
降
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
は
順

次
停
止
し
、
平
成
26
年
度
に
は
原
子
力
発

電
の
割
合
が
0
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
も
積
極

的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
事
故
後
は
、

電
力
安
定
供
給
の
た
め
、
老
朽
化
に
よ
り

休
止
し
て
い
た
火
力
発
電
所
を
再
稼
働
さ

せ
る
等
、
火
力
発
電
を
増
強
し
て
電
力
を

ま
か
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
火

力
発
電
の
割
合
は
急
増
し
、
石
油
危
機
の

頃
よ
り
高
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
は
、
優
れ
た
3
Ｅ

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
支

え
る
重
要
電
源

　

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
的
な
方

向
性
を
示
す｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画｣

で
は
、｢

安
全
性｣

を
前
提
に｢

エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給｣｢

経
済
効
率
性
の
向

上｣｢

環
境
へ
の
適
合｣

を
基
本
的
な
視

点(

Ｓ
＋
3
Ｅ)

と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
原
子
力
発
電
は
3
Ｅ
の
す

べ
て
の
点
に
お
い
て
優
れ
た
特
性
を
持
っ
て

お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
実
現
す

る
た
め
の
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

安定供給
Energy 
security

経 済 性 環  境
EnvironmentEconomical

effi  ciency

安全性
Safety

｢S＋3E｣の考え方

２
０
３
０
年
、電
力
の
約
2
割
を

原
子
力
で
ま
か
な
う
方
針

　

国
が
示
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

構
造
の
将
来
あ
る
べ
き
姿
で
は
、
3
Ｅ
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
達
成
に
向
け
た

２
０
３
０
年
度
の
電
源
構
成
と
し
て
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
が
約
27
％
、
石
炭
火
力
発

電
が
約
26
％
、石
油
火
力
発
電
が
約
3
％
、

原
子
力
発
電
が
約
20
〜
22
％
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
約
22
〜
24
％
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

国が目指す10年後の電源構成

3
Ｅ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
確
立
に
は
、

40
年
超
の
運
転
も
選
択
肢
の
一
つ

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受

け
て
、
平
成
24
年
に｢

運
転
期
間
延
長
認

可
制
度｣

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
原
子
炉
を
運
転
す
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
を
40
年
と
し
、
そ
の
満
了
ま

で
に
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け

た
場
合
に
は
、
1
回
に
限
り
最
大
20
年
延

長
す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
で
す
。

　

す
べ
て
の
既
設
炉
が
運
転
延
長
を
せ
ず

に
40
年
で
廃
止
し
た
場
合
、
２
０
３
０

年
度
に
向
け
た
電
力
の
需
給
見
通
し
で

示
さ
れ
た
原
子
力
発
電
の
割
合(

約
20
〜

22
％)

を
達
成
で
き
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
の
確
立
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
い
安
全
性
が
確
保
さ
れ

た
原
子
炉
の
40
年
超
運
転
は
、
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
重
要
な
選
択
肢
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
浜
発
電
所
3
号
機
に
つ
い
て
は
安
全
性
が
認

め
ら
れ
、
平
成
28
年
に
原
子
力
規
制
委
員
会
よ

り
運
転
期
間
延
長
の
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
重
要

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
乏
し
い
日
本
で
は
、

特
定
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
す
る
の
で
は

な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
安
定
確
保
や

生
活･

経
済
活
動
に
影
響
を
与
え
る
電
気

料
金
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
等
を
考
慮

し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た｢

エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス(

※)｣

を
再
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

さ
ま
ざ
ま
な
発
電
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
電

力
を
ま
か
な
う
こ
と
。

新
設

新
設

強
化
ま
た
は
新
設

強
化

テロ対策

重大事故対策
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３
号
機
の
安
全
性
向
上
対
策
工
事
で
は
、
事
故
の
発
生･

進
展･

拡
大
を
防
止
す
る
対
策
を

何
段
階
に
も
講
じ
、
多
様
化･

多
重
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

①事故発生防止

②事故進展防止

地震や津波、竜巻等の自然災害や火災から
発電所を守る備え

電源や冷却機能の強化により原子炉等を
安定的に冷却し、重大事故を防ぐ対策

③事故拡大防止 原子炉格納容器の破損防止や放射性物質の拡散
抑制等、万一の重大事故に対応するための対策

④万一の更なる備え

美浜発電所の見学会を開催します
　町では、今回お知らせした美浜発電所３号機の｢安全性向上対策工事｣に
ついて、現地でご確認いただける見学会を次のとおり実施します。

● 対象者　　町内に住所を有する方

● 開催日時　第1回:8月25日(火)、第2回:8月29日(土)　午後1時～5時

● 見学内容　美浜発電所3号機の安全性向上対策工事の状況

● 申込方法　①氏名、②住所、③生年月日、④電話番号、⑤参加希望日を下記までご連絡ください。
　　　　　　FAX、メールで申し込む場合は、必要事項を記入のうえ送信してください。

● 申込締切　8月7日(金)　午後5時　※ 申込締切後、参加者に詳細を通知します。

● その他　　見学会当日は、本人確認のため写真付き身分証明書(運転免許証等)をご持参いただきます。

※お問い合わせ･申込先
　町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・上光) 
　電話:32‐6716　FAX:32-5956　メール:genshiryoku@town.fukui-mihama.lg.jp

森林火災の延焼を防ぐため、
発電所周辺の樹木を伐採し、
防火帯(幅18m)を確保

外部火災への備え
浸水させないことを基本として防潮堤を設置(最大の津波高さを4.2mと想定)
また、想定を超えた場合に備え、水密扉を設置(26箇所)

津波への備え

重要機器ケーブルの難
燃性ケーブルへの取り
替えや防火シート施工

内部火災への備え

想定される最大規模の地
震の揺れ(基準地震動)を
993ガルとし、評価･確
認･対策を実施

地震への備え

国内で観測された最大級の
竜巻を超える竜巻(最大風速
100ｍ/秒)が発生した場合
に、飛来物から重要機器を守
る対策設備を設置

竜巻への備え

燃料の冷却に必要な水を注入するポンプを動かすための｢電源｣の確保が重要となるため、外部電源の強化や、発電所内の電源の多
重化･多様化を実施

電源の強化

原子炉を冷やす複数の冷却設備が同時に機能を失う場合を想定し、原子炉内の燃料が溶けるような重大事故を防ぐために、冷却機
能の復旧や代替する設備の多様化を実施

冷却機能の強化

使用できない
場合に備え

想定を超えた
場合に備え

海
水
ポ
ン
プ(

既
設)

故障に備え

使用できない
場合に備え

給
水
ポ
ン
プ(

既
設)

使用できない
場合に備え

さらなる
備えとして

非
常
用
炉
心
冷
却
設
備

(

既
設)

使用できない
場合に備え

・ 格納容器スプレイリングから水をスプレイし、圧力
や温度を低下させ、格納容器破損を防止するための
注水ポンプの代替ポンプを配備

・ 原子炉下部キャビティに直接注水し、溶けた燃料を
冷却するための注水ポンプを設置

・ 注水した際の原子炉格納容器や下部キャビティの水
位を確認する水位計を設置

溶けた燃料の冷却･格納容器の破損防止

放射性物質の拡散を抑えるために、
放水砲などによる放水手段(大気拡散
抑制)とシルトフェンス(海洋拡散抑
制)を整備

放射性物質の拡散抑制

事故制圧や拡大防止を図るための対
策本部となる｢緊急時対策所｣と事故
の即時対応や長期化した場合の支援
(要員の宿泊、待機、資材受入)を目的
とした｢免震事務棟｣を設置

緊急対策施設

発生した水素を燃焼や
結合により取り除く装
置を設置

水素爆発防止

地震や津波等による
がれきを撤去するた
めの重機を配備

アクセスルートの確保

・ 大型航空機の衝突やその他のテロ行為等があっても、格納容器の損傷を防止する機能を有する｢特定重大事
故等対処施設｣を設置

・ 特定重大事故等対処施設には、緊急時の制御室や原子炉内の圧力を遠隔操作で下げる設備、炉心や格納容
器への注水ポンプ、発電機等を配備

・施設を設置する場所は、原子炉建屋と同時に破損することを防ぐために必要な距離を確保

テロや大規模災害等、あらゆる事態を想定した対策

使用済燃料プール 格納容器外部遮へい壁補強工事補強のための鋼管杭設置

水密扉

電源車空冷式非常用発電装置非常用ディーゼル発電機(既設)外部電源強化(鉄塔大型化)

大容量ポンプ

中圧ポンプ

可搬式代替ポンプ

免震事務棟

緊急時対策所シルトフェンス(イメージ)

放水砲

がれき撤去用重機

※ 応募多数の場合は、見学会を追加開催します。

海水ポンプ(予備品)

送水車

恒設代替ポンプ

構台設置工事

金属ネットや鋼板で保護された機器

外周防潮堤(標高6.0m)
防火帯

使用済燃料プール補強･ラック取替工事

汚染水拡散
抑制用カーテン

原子炉格納容器

格納容器スプレイリング

水位計

原子炉下部キャビティ
溶けた燃料

燃料棒

3号防潮堤(標高5.5m、6.0m)

参加者
募集中

水素燃焼装置

水素再結合装置

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋
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災
害
時
の｢

も
し
も｣

に
備
え
て

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の
登
録
申
請
を
！

　

近
年
、
日
本
各
地
で
多
発
す
る
集
中
豪

雨
や
洪
水
、地
震
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、

多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
高
齢
や
障
が
い
等
に
よ
り
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な｢

要
支
援
者｣

の
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

要
支
援
者
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
一

人
一
人
が
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
、
地

域
住
民
同
士
で
避
難
す
る
こ
と
等
が
大
切

で
す
。

　

町
で
は｢

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿｣

を
作
成･

活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お

け
る
避
難
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
、
安

全･

安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

避難訓練での要支援者の避難の様子

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
と
は
？

　

災
害
時
の
避
難
支
援
が
必
要
な｢

要
支

援
者｣

の
年
齢
や
氏
名
、
住
所
、
本
人
の

状
況
等
、
避
難
支
援
の
た
め
に
必
要
な
個

人
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
対
象
者
に
名
簿
へ
の
登
録
確
認
を

行
い
、
同
意
し
た
方
の
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

名
簿
の
登
録
対
象
者

○ 

身
体
障
害
者
手
帳(
1
級
、
2
級)

を

所
持
す
る
方

○ 

療
育
手
帳(

Ａ
1
、
Ａ
2)
を
所
持
す

る
方

○ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳(
1
級
、

2
級)

を
所
持
す
る
方

○ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ

た
世
帯
の
方

○
要
介
護
認
定
3
以
上
の
方

○
こ
れ
ら
に
準
ず
る
状
態
の
難
病
患
者
等

※ 

そ
の
他
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
、
妊
産

婦
、
外
国
人
等
の
要
配
慮
者
の
方
も
、
自
力
避

難
が
難
し
く
避
難
支
援
を
求
め
る
場
合
は
、
要

支
援
者
と
し
て
名
簿
へ
の
登
録
が
行
え
ま
す
。

美浜町避難行動支援プランの仕組み

美浜町 避難行動要支援者

避難支援関係者
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
と
？

　

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
要
支
援
者
の
情
報

は
、避
難
支
援
関
係
者
の
方
に
提
供
さ
れ
、

災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
の
た
め

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
名
簿
登
録
者
に
は
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
す
。

② 名簿情報の提供に
関する意思確認

　( 申請書の送付 )

③ 名簿情報の提供
への同意

　( 申請書の返送 )
① 避難行動要支援者名簿

登録対象者の抽出

④ 名簿情報の提供 ⑤災害時の安否確認
　見守り活動
　 救急医療情報キットの配布

○高齢者や障がい者等、
　自力避難が困難な方

○ 避難行動要支援者名簿の情報提供を受け、見守り活動や災害時の避難支援を行う方

　・行政区、自治会、自主防災組織
　・民生児童委員
　・警察署、消防署
　・町社会福祉協議会
　・その他町長が必要と認めた者

災害時の｢もしも｣に備え、

地域全体で支え合う

体制を構築します

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
は
、
カ
プ
セ

ル
と
シ
ー
ル
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

専
用
の
カ
プ
セ
ル
に
は｢

か
か
り
つ
け

医｣

や｢

持
病｣

と
い
っ
た
医
療
情
報
や

｢

健
康
保
険
証(

写)｣

等
の
情
報
を
入
れ
、

自
宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
ま
す
。
必
要
な

情
報
を
あ
ら
か
じ
め
ま
と
め
て
お
く
こ
と

で
、
緊
急
時
に
要
支
援
者
の
情
報
を
素
早

く
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ー
ル
は

保
管
場
所
が
分
か
る

よ
う
冷
蔵
庫
の
外
側

に
貼
り
付
け
ま
す
。

　

6
月
に｢

美
浜
町
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
登
録
申
請
書 

兼 

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
設
置
登
録
申
請
書｣

を
対
象
と
な

る
方
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
よ
り
郵
送
く
だ
さ
い
。
申
請
は

通
年
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

名
簿
へ
の
登
録
申
請

※ 

現
在
、
名
簿
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
、

再
度
、
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 

要
支
援
者
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
で
も
、
自

力
で
の
避
難
が
難
し
く
、
災
害
時
の
避
難
支

援
が
必
要
な
方
は
、
名
簿
へ
の
登
録
が
可
能

で
す
。

　

申
請
書
が
必
要
な
方
は
、
町
健
康
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
健
康
福
祉
課

(

担
当･

伊
藤
満
美
／
藤
木)

町
社
会
福
祉
協
議
会(

担
当･

磯
辺)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

緊急医療情報キット

　

災
害
対
策
で
は
、
要
支
援
者
の
方
だ
け

で
な
く
、
す
べ
て
て
の
人
が｢

も
し
も｣

に
備
え
た
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
水
や
電
気
等
、
す
べ
て
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
こ
と
を
想
定
し
、
非

常
時
に
持
ち
出
す
も
の
を
常
に
家
庭
に
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
や
手
ぬ
ぐ
い
等
も

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

｢
も
し
も｣

に
備
え
て

日
頃
か
ら
の
準
備
を
！

■常に持参するもの

 □マスク ･ 手ぬぐい等

 □体温計 ･ 常備薬

 □タオル ･ 衛生用品 ･ ゴミ袋

 □眼鏡 ･ コンタクトレンズ

 □保険証 ･ 現金 ･ 貴重品

 □携帯電話 ･ 充電器等

 □飲料水

■必要に応じて持参するもの

 □非常食 ( 最低 3 日分 )

 □筆記用具

 □簡易救急セット

 □衣類 ･ スリッパ

 □ラジオ ･ 懐中電灯 ･ 乾電池

 □ティッシュ ･ ウェットティッシュ

 □保冷剤 ･ アイスノン等

※玄関周り等、すぐに持ち出せるところに置いておきましょう。

非常時の持ち出し品チェックリスト

■その他

 □生理用品　　□粉ミルク ･ ほ乳びん ･ 紙おむつ ( 幼児 ･ 大人用 )
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環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
129

　今月号は、令和元年度に町から出たごみの量をお知らせします。

　令和元年度は、前年度と比べて可燃ごみが大きく減量し、不燃ごみ ･ 不燃粗大

ごみが増量、資源ごみは微減となりました。

　可燃ごみが減量となるのは 4 年ぶりで、皆さまのごみ減量化に向けた取り組み

の成果であると考えられます。

令和元年度 ごみの排出量

年度 排出量 前年度との増減

26 2,825ｔ －45ｔ

27 2,790ｔ －35ｔ

28 2,834ｔ ＋44ｔ

29 2,856ｔ ＋22ｔ

30 2,926ｔ ＋70ｔ

元 2,796ｔ －130ｔ

2,796ｔ ※ 増加傾向にありましたが、昨
年度は大きく減少しました。

可燃ごみ

311ｔ ※増減はありますが、年々微増傾
　向にあります。

年度 排出量 前年度との増減

26 264ｔ －12ｔ

27 284ｔ ＋20ｔ

28 281ｔ   －3ｔ

29 296ｔ ＋15ｔ

30 301ｔ   ＋5ｔ

元 311ｔ   ＋10ｔ

87ｔ ※現状維持、または微減傾向にあ
　ります。

年度 排出量 前年度との増減

26 106ｔ   －5ｔ

27 102ｔ   －4ｔ

28   89ｔ －13ｔ

29   88ｔ   －1ｔ

30   88ｔ   ±0ｔ

元   87ｔ   －1ｔ

資源ごみ (缶･ビン･ペットボトル･白色トレイ)

↑処理が追いつかずいっぱいになった可燃ごみ処理ピット

不燃ごみ ･不燃粗大ごみ

ご
み
減
量
化
に
ご
協
力
を
！

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

志
賀
）

☎
32
‐
６
７
０
３

　

令
和
元
年
度
の
可
燃
ご
み
排
出
量
は
大

き
く
減
量
と
な
っ
た
も
の
の
、
エ
コ
ク
ル

美
方
に
搬
入
さ
れ
る
可
燃
ご
み
は
、
依
然

と
し
て
、
処
理
が
追
い
つ
か
ず
た
ま
っ
て

い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
が
続

く
と
、
施
設
の
ご
み
受
入
能
力
を
超
え
、

ご
み
の
受
け
入
れ
を
一
時
中
止
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き｢

ご

み
減
量
化｣

と
、
ご
み
分
別
の
徹
底
に
よ

る｢

ご
み
の
資
源
化｣

に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

池
田
町

南
越
前
町

越
前
町

永
平
寺
町

坂
井
市

越
前
市

勝
山
市

若
狭
町

福
井
市

鯖
江
市

大
野
市

あ
わ
ら
市

敦
賀
市

美
浜
町

お
お
い
町

小
浜
市

高
浜
町

( g )

■市町別 1 人 1 日あたりのごみの排出量
( 平成 30 年度 )

美浜町は県内で 4 番目に多い

〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

 FAX　0770-32-1115( 代表 )

 HP　http://www.town.mihama.

      fukui.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

　

電
波
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電

話
等
の
身
近
な
も
の
の
ほ
か
、
警
察
や
消

防
、
救
急
、
防
災
行
政
、
鉄
道
の
無
線
局

等
、
私
た
ち
の
安
心･

安
全
な
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
、
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
無
線
通
信
を

妨
害
す
る
不
法
電
波
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

北
陸
総
合
通
信
局
で
は
、
不
法
無
線
局

を
取
り
締
ま
る
と
と
も
に
、
無
線
機
器
を

利
用
す
る
皆
様
に
、
電
波
に
関
す
る
ル
ー

ル
の
順
守
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

● 

電
波
利
用
の
ル
ー
ル

① 

無
線
機
器
の
使
用
に
は｢

技
適
マ
ー
ク｣

の
確
認
を

② 

電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免
許
が
必

要
で
す

③
外
国
規
格
の
無
線
機
器
に
は
ご
注
意
を

　
　

北
陸
総
合
通
信
局

　
　

【
不
法
無
線
局･

混
信･

妨
害
】

☎
０
７
６
‐
２
３
３
‐
４
４
４
１

　
　

【
テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害
】

☎
０
７
６
‐
２
３
３
‐
４
４
９
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？
電
波
の
ル
ー
ル

問

↑技適マーク
　(技術基準適合証明)

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・田村) ☎32‐6716

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

8月5日(水)

午前11時頃

防災行政無線
及び

音声告知放送

 

防災行政無線を用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊急情報の伝達試験を実施します

< チャイム >

｢これは、Jアラートのテストです。｣　(3回)

こちらは、防災美浜町です。 < チャイム >

人
権
擁
護
委
員

　

吉
本　

典
子 

氏(

菅
浜)

新　
　
福
井
地
方
法
務
局
敦
賀
支
局

　
　

(

敦
賀
市
松
栄
町
7
‐
28)

☎
25
‐
０
１
７
４

　

前
人
権
擁
護
委
員
の
上
田
秀
夫
氏(

佐

田)

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
7
月
1
日
付

け
で
法
務
大
臣
か
ら
新
た
に
吉
本
典
子
氏

(

菅
浜)

が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。(

関
連
第
23
頁)

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的
人

権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
見

守
り
、
も
し
も
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に
適
切
な
処

置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自
由
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

問

　

現
在
お
使
い
の｢

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証｣

及
び｢

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証｣

は
、
8
月
1
日
か
ら
は
新
た
な
保

険
証
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

新
た
な
保
険
証
は
、7
月
中
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。8
月
1
日
を
過
ぎ
て
も
保
険
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、町
住
民
環
境
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

保
険
証
更
新
に
つ
い
て

※ 

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
の
方

は
、被
保
険
者
証
の
交
付
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
】

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

津
原)

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
】

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

馬
野)

☎
32
‐
６
７
０
３

問
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父
母
の
離
婚
等
で
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成

さ
れ
る
家
庭(

ひ
と
り
親
家
庭
等)

の
生
活

の
安
定
と
、
自
立
促
進
の
た
め
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

※ 

こ
こ
で
い
う
児
童
と
は
、18
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
方
、ま
た

は
、20
歳
未
満
で
政
令
の
定
め
る
程
度
の
障
が

い
が
あ
る
方
で
す
。

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
児
童
を
監
護
す
る
父
、
ま
た

は
母
、
も
し
く
は
、
父
母
に
か
わ
っ
て
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

※ 

児
童
が
、
障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給
で

き
る
場
合
や
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　【
児
童
扶
養
手
当
】

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

浜
野)　

　
　
【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

四
ツ
谷)　

☎
32
‐
６
７
０
４

　

手
当
の
支
給
開
始
は
、申
請
の
翌
月
分

か
ら
と
な
り
ま
す
。支
給
要
件
に
該
当
し
、

ま
だ
手
当
の
請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
健
康
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当｢

現
況
届｣･

特
別
児
童
扶
養
手
当｢

所
得
状
況
届｣

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は｢

現
況
届｣
を
、特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
人
は｢
所
得
状
況
届｣

を
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
は
、
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

資
格
の
審
査
に
必
要
な
も
の
で
す
。

※  

公
的
年
金(

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
等)

を
受

給
し
て
い
る
方
で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ
の
差
額
分
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

 

● 

提
出
期
限

・
児
童
扶
養
手
当　
　
　

8
月
21
日(

金)

・
特
別
児
童
扶
養
手
当　

9
月
11
日(

金)

問新型コロナウイルス
接触確認アプリのインストールを

　厚生労働省では、今後の感染拡大を防止するため、新
型コロナウイルス接触確認アプリを開発しました。

iPhoneの方はこちら Androidの方はこちら

自分を守り、大切な人を守り、地域と社会
を守るために、接触確認アプリのインス
トールをしましょう。

募
集･

申
請
等

　
　
敦
賀
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
22
‐
０
６
６
６

目
指
せ
！
海
上
保
安
官
へ
の
道

海
上
保
安
官
募
集
の
お
知
ら
せ

問
● 

1
次
試
験
日

9
月
27
日(

日)

◎
海
上
保
安
学
校
学
生

● 

受
付
期
間

7
月
21
日(

火)

〜
7
月
30
日(

木)

　

(

郵
送･

持
参
は
7
月
22
日(

水)

ま
で)

◎
海
上
保
安
大
学
校
学
生

● 

1
次
試
験
日

10
月
31
日(

土)

、
11
月
1
日(

日)

● 

受
付
期
間

8
月
27
日(

木)

〜
9
月
7
日(

月)

　

(

郵
送･

持
参
は
8
月
28
日(

金)

ま
で)

◎
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.kaih

o
.m
lit.go

.jp
/o
p
e/

saiyo
u
/b
o
syu
.h
tm
l

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
海
上
保
安
官
募
集

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

QRコード

● 

採
用
予
定
数　

消
防
吏
員
4
人
程
度

● 

受
験
資
格

・　 

平
成
5
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
15
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を

有
す
る
者

・　 

日
本
国
籍
を
有
す
る
者(

令
和
3
年
3

月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む)

● 

受
付
期
間

　

8
月
7
日(

金)

〜
8
月
21
日(

金)

● 

第
1
次
試
験

・
日
時　

9
月
20
日(

日)

午
前
9
時
〜

・
会
場　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部

・
科
目　

 

一
般
教
養
試
験(

高
校
卒
業
程

度
の
択
一
式
筆
記
試
験)

、
作

文
試
験
、
体
力
試
験

● 

第
2
次
試
験

・
日
時　

10
月
下
旬(

予
定)

・
会
場　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部

・
科
目　

口
述
試
験(

個
人
面
接)

そ
の
他

● 

申
込
方
法

　

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
本
部
、
ま
た

は
各
消
防
署
に
あ
る
受
験
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
敦
賀
美
方
消
防
組
合
消

防
本
部
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
に
よ
る
申
込
書
の
請
求
及
び
提
出

　

も
可
能
で
す
。

敦
賀
美
方
消
防
組
合消

防
本
部
総
務
課

☎
23
‐
９
９
８
３

敦
賀
美
方
消
防
組
合
消
防
職
員
を

募
集
し
ま
す

問

Mihama　Information

新型コロナウイルス感染症の影響による保険税(料)の減免について

※お問い合わせ先　【国民健康保険】　　　町税務課(担当･高木) 　　　　　☎32‐6702
　　　　　　　　　【介護保険】　　　　　町健康福祉課(担当･伊藤満美) 　☎32‐6704
　　　　　　　　　【後期高齢者医療保険】福井県後期高齢者医療広域連合  ☎0776‐54‐6330

【国民健康保険税の減免について】

　新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件に該当する方は、申請により保険税の全額または
一部が減免となります。詳細については、町税務課までお問い合わせください。
● 対象者(①、②のいずれかを満たす方)
　①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の方
　② 新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の事業収入･不動産収入･山林収入･給

与収入のいずれかが、前年と比較して3割以上の減少が見込まれる世帯の方

【介護保険料の減免について】

　新型コロナウイルス感染症の影響により、次の要件に該当する第1号被保険者(65歳以上)の方は、申
請により介護保険料の全額または一部が減免となります。詳細については、町健康福祉課までお問い合
わせください。
● 対象者(①、②のいずれかを満たす方)
　①新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の方
　② 新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の事業収入･不動産収入･山林収入･給

与収入のいずれかが、前年と比較して3割以上の減少が見込まれる世帯の方

【後期高齢者医療保険料の減免について】

　詳細については、福井県後期高齢者医療広域連合までお問い合わせください。

職種 採用予定
人数

受験資格

資格 年齢等

事　務 4 名 －

土木技師 2 名

学校教育法によ

る高等学校以上

の学校において

土木に関する課

程を修了した者

( ※ 1)

保育士 若干名
保育士資格を

有する者 ( ※ 2)

令和3年4月採用予定の美浜町職員を募集します

学歴及び性別を
問わず、昭和 61
年 4 月 2 日以降
に生まれた者

( ※ 2) 令和 3 年 3 月末までに資格取得見込みの者を含む

● 第1次試験

・日時  9月20日(日)午前8時45分～

・会場  若狭町歴史文化館(若狭町市場20‐17)

・内容  適性検査･教養試験

・合格発表　10月中旬

● 受付期間

　8月6日(木)まで　※土曜日･日曜日･祝日は除く

　午前8時30分～午後5時15分

● 第2次試験

・日時  10月25日(日)

・会場  美浜町役場

・内容  作文試験･口述試験

● 最終合格者発表

　11月下旬

● 申込方法
　町総務課で交付する申込用紙に必要事項を記入のうえ提出してください。申込用紙は郵便でも請求できます。
　また、インターネット上でも申込用紙の取得や受験申し込みができます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。
　 HP : http://www.town.mihama.fukui.jp 福井県美浜町　職員採用試験 検 索

※お問い合わせ先　　町総務課(担当･上野) ☎32‐6700

※ 詳細は第1次試験合格者

に直接通知します。

( ※ 1) 令和 3 年 3 月末までに課程修了見込みの者を含む
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
被
用
者
の
方
を
対
象

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
等

の
理
由
に
よ
り
給
与
の
支
払
い
が
受
け
ら

れ
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
傷
病
手
当
金
を

支
給
し
ま
す
。

● 
対
象
者

　

 

勤
め
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
又
は
感
染
疑
い
に
よ
る
療
養
の

た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

給
与
等
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払
い
を

受
け
ら
れ
な
い
者

傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す

● 

対
象
期
間

　

 

令
和
2
年
1
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
の

間
で
、
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
期
間(

た
だ
し
、
入
院

が
継
続
す
る
場
合
は
最
長
1
年
6
カ
月

ま
で)

【
国
民
健
康
保
険
加
入
者
】

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

津
原)

☎
32
‐
６
７
０
３

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
】

　

福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
７
６
‐
54
‐
６
３
３
０

問

　

高
額
療
養
費
制
度
で
は
、
通
常
、
医
療

費
の
全
額
を
窓
口
で
支
払
い
、
後
で
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。｢

限
度
額
適
用
認
定
証｣

の
交
付
を

受
け
、
病
院
や
薬
局
等
の
窓
口
で
提
示
す

る
こ
と
で
、
支
払
上
限
額
を
法
定
自
己
負

担
限
度
額
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
町
住
民
環
境
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

交
付
対
象
者

・
70
歳
未
満
の
方

・ 

70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
所
得
区
分｢

現

役
並
み
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ｣｢

低
所
得
者

Ⅰ
・
Ⅱ｣

に
該
当
す
る
方

｢

限
度
額
適
用
認
定
証｣

の

交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に

町
住
民
環
境
課(

担
当･

津
原)

☎
32
‐
６
７
０
３

問

　

令
和
2
年
9
月
か
ら
、
2
人
以
上
の
子

ど
も
が
お
り
、
家
庭
内
で
3
歳
未
満
の
子

ど
も
を
保
育
し
て
い
る
世
帯
を
対
象
に
、

在
宅
育
児
応
援
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

8
月
上
旬
に
、
対
象
と
な
る
世
帯
の
方

に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
手
当
の
支

給
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
町
健
康
福
祉

課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
者

① 

町
内
に
住
所
を
有
し
、
2
人
以
上
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯

② 

保
育
園
等
を
利
用
せ
ず
に
、
家
庭
保
育

し
て
い
る
生
後
8
週
間
か
ら
満
3
歳
未

満
ま
で
の
子
ど
も(

第
2
子
以
降)

が
い

る
世
帯

③ 

職
場
復
帰
を
前
提
と
し
て
お
り
、
育
児

休
業
給
付
金
を
受
給
し
て
い
な
い
世
帯

④ 

父
母
の
市
町
村
民
税
所
得
割
額
の
合
計

が
５
７
，
７
０
０
円
未
満
の
世
帯

※ 

ひ
と
り
親
世
帯
、
障
が
い
者(

児)

の
い
る
世

帯
等
は
７
７
，
１
０
１
円
未
満

美
浜
町
在
宅
育
児
応
援
手
当
を

支
給
し
ま
す

● 

支
給
額

　

 

家
庭
保
育
し
て
い
る
3
歳
未
満
の
子
ど

も
1
人
に
つ
き
月
額
1
万
円

● 

支
給
月

　

 

2
月
、
6
月
、
10
月
に
前
々
月
分
ま
で

の
手
当
を
支
給

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

真
田)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

　

9
月
1
日
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
を
、｢

15
歳(

中
学
生)

ま
で｣

か
ら｢

18
歳(

高
校
生
相
当)

ま
で｣

に
引
き

上
げ
ま
す
。

　

新
た
に
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
お
り
、

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
健
康
福
祉

課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
ま
す

● 

対
象
者(

①
〜
③
を
満
た
す
方)

① 

満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
の
年
齢
の
方

● 

申
請
期
限

　

 

8
月
14
日(

金)

※ 

こ
の
日
以
降
も
申
請
は
可
能
で
す
が
、
助
成

開
始
が
遅
く
な
り
ま
す
。

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

浜
野)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

イ
ベ
ン
ト･

行
事

② 

婚
姻
ま
た
は
事
実
婚
の
状
態
に
な
い
方

③ 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

※ 

子
ど
も
が
就
学
の
た
め
に
町
外
に
住
所
を
移

し
て
お
り
、
親
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

美
浜
町
歴
史
文
化
館

巡
回
展
開
催
の
お
知
ら
せ

8
月
1
日(

土)

〜
9
月
13
日(

日)

● 

期　

間

● 

会　

場

・
歴
史
文
化
館

・
な
び
あ
す(

8
月
1
日
〜
30
日
ま
で)

・
き
い
ぱ
す(

9
月
1
日
〜
13
日
ま
で)

● 

内　

容

　

史
蹟せ
き

名
勝
天
然
紀
念
物
保
存
法
の
制
定

１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
美
浜
町
や
全
国

各
地
の
記
念
物
を
紹
介
し
ま
す
。

町
歴
史
文
化
館(

担
当･

松
葉)

☎
32
‐
０
０
２
７

問 ◆
第
3
回
巡
回
展｢

記
念
物
１
０
０
年｣

Mihama　Information

県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す

7
月
31
日(

金)

〜
8
月
31
日(

月)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

● 

日　

時

● 

場　

所

福
井
県
立
若
狭
歴
史
博
物
館

(

小
浜
市
遠
敷
2
‐
１
０
４)

● 

内　

容

　

ピ
カ
ソ
や
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
等
、

福
井
県
立
美
術
館
の
ベ
ス
ト
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
を
初
公
開
し
ま
す
。

【
美
術
展
】

　

福
井
県
立
美
術
館

☎
０
７
７
６
‐
25
‐
０
４
５
１

問
● 

料　

金

一
般･

大
学
生　

５
０
０
円

高
校
生　
　
　
　

２
０
０
円

小
中
学
生　
　
　

１
０
０
円

8
月
1
日(

土)

、2
日(

日)

8
日(

土)

、
9
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

● 

日　

時

◎
連
携
イ
ベ
ン
ト

｢

も
う
す
ぐ
来
る
来
る
新
幹
線

〜
２
０
２
３
年
春 

福
井･

敦
賀
開
業
〜｣

● 

内　

容

 

○ 

北
陸
新
幹
線
コ
ー
ナ
ー

 

・
北
陸
新
幹
線
パ
ネ
ル

 

・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

 

・
ミ
ニ
新
幹
線
に
乗
ろ
う
！

 

○ 

嶺
北
物
産
展

 

○ 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験　

等

【
連
携
イ
ベ
ン
ト
】

　

県
嶺
南
振
興
局
若
狭
企
画
振
興
室

☎
０
７
７
０
‐
56
‐
２
２
１
６

◎
親
子
で
楽
し
む
美
術
館

｢

初
公
開
！
福
井
県
立
美
術
館

ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展｣

教
室･

講
座･

説
明
会
等

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

河
村)

☎
32
‐
０
１
９
２

問 ○
育
児
講
座

◆｢

言
語
発
達
を
促
す

関
わ
り
方
に
つ
い
て｣

8
月
5
日(

水)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

● 

日
時

● 

会
場

● 

対
象

町
内
在
住
の
親
子(

先
着
10
組)

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー(

は
あ
と
ぴ
あ
内)

◆｢

絵
本
セ
ラ
ピ
ー｣

8
月
24
日(

月)

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

● 

日
時

● 

会
場

● 

対
象

町
内
在
住
の
親
子(

先
着
10
組)

● 

講
師

松
井
由
起
子
氏(

子
育
て
マ
イ

ス
タ
ー･

絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト)

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー(

は
あ
と
ぴ
あ
内)

8
月
3
日(

月)

か
ら

21
日(

金)

ま
で

● 

申
込

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

講
師

酒
井
那
旺
氏(

子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー･

言
語
聴
覚
士)

8
月
3
日(

月)

ま
で

● 

申
込

※お問い合わせ先　町エネルギー環境教育体験館きいぱす   ☎:39‐1116　FAX:39‐1117
                       　Mail:kiipasu-m@town.fukui-mihama.lg.jp

期間

会場

8月1日(土)～10日(月･祝)

きいぱす

内容 びっくり昆虫の標本を見てみよう！
生きたカブトムシ ･ クワガタもいるよ！

きいぱす企画講座 受講 ･見学料

無 料
※別途入館料が
　必要です

｢ 世界のカブトムシ ･クワガタ展 ｣

同時開催 ｢虫のお話会 ｣

日時 ● 8 月 1 日 ( 土 )、8 日 ( 土 )、9 日 ( 日 )
　午後 1 時～ 2 時
● 10 日 ( 月 ･ 祝 )　午後 10 時～ 11 時 講 師 川崎 隆徳 氏

内容 虫の ｢ 生態 ｣ や ｢ 標本の作り方 ｣｢ 昆虫とエ
ネルギー ｣ についてお話しします。

定員 各講座 10 組 (20 人 )

申込
方法

電話、FAX、メールのいずれかの方法で
①氏名　②年齢　③住所　④連絡先　
⑤同伴者の氏名 ･ 年齢　の 5 点をご連
絡ください。

● 

そ
の
他

　

 

詳
細
な
要
件
に
つ
い
て
は
、
町
健
康
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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まちの話題をお知らせします
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Mihama　Information

↓トレーニングを行う武田選手

　6 月 20 日から 7 月 13 日にかけて、ボート競技日本代表チー
ムの合宿が美浜町の久々子湖周辺で行われました。
　オリンピック代表選考レースで最終選考へ通過した 10 名の選
手がトレーニングを行い、町からは、武田匡弘選手 ( 関西電力㈱ )
と冨田千愛選手 (( 公財 ) 福井県スポーツ協会 ) が参加しました。
　選手らは、来夏のオリンピックを見据えて懸命な様子で練習に
取り組んでいました。

↓代表合宿で汗を流す冨田選手

｢ ボートの町 ｣ 美浜の地で

↓次々と打ち上げられたコロナ終息祈願のサプライズ花火

　7 月 9 日に、新型コロナウイルス感染症の終息を祈
願した花火の打ち上げが松原海岸で行われました。
　花火の打ち上げは、自粛生活等で疲れている町民を
元気づけようと夏フェスタ実行委員会が企画し、㈱柿木
花火工業や関西電力㈱の協力のもと実施されました。
　当日は、終息を祈願するメッセージが貼り付けられ
た花火約 100 発が打ち上げられ、美浜の夜空を彩っ
ていました。

ボート日本代表チーム合宿

新型コロナの終息を祈願して

サプライズ花火の打ち上げ

検査の種類 募集人数 助成限度額

PET‐CT検査(ほぼ全身のがんの発見に有効) 20人 29,000円

心臓ドック(心筋梗塞等の早期発見に有効) 5人 18,000円

脳ドック(脳梗塞等の早期発見に有効) 20人 16,000円

● 助成内容

● 申請手続 ①検査を受ける医療･検診機関の検査料金を事前にお調べください。

②印鑑と保険証を持参し、町健康福祉課窓口で申請書に必要事項をご記入ください。

● 助成期限

・定員に達した時点で募集を締め切ります。

・ 国民健康保険に加入されている方で、脳ドックの助成を受けられる予定の方は、町住民

環境課の脳ドック助成を優先的にご利用ください。(広報みはま 令和2年4月号参照)

● 注意事項

● 対象者 ・ 令和2年度中に50歳～74歳になる方で、本町に1年以上前から住所を有する方

　(申請日を基準とし、助成金の請求日まで引き続き本町の住民であること)

・各種医療保険の被保険者、被扶養者(医療保険制度の医療保険各法)

・町税等を完納している方(世帯員全員)

・医療･検診機関で受診した検査料金の約3分の1を助成

・ 検査を複数受診した場合でも、それぞれの検査の助成限度額の範囲内で助成

　(ただし、重複する検査項目分の料金は助成対象にならない場合があります。)

※お問い合わせ先　町健康福祉課 (担当・三田 )☎ 32‐6704

　(申請日を基準とし、助成金の請求日まで引き続き本町の住民であること)

PET-CT検査、心臓･脳ドックの検査費用を助成します
↓避難所入口で検温や問診を行う町職員

新型コロナを考慮した運営を

　6 月 26 日に、新型コロナウイルス感染症対策を伴っ
た避難所開設訓練がはあとぴあで行われ、町職員ら約
30 名が参加して対策を確認しました。
　訓練では、消毒液の設置や体調不良者の隔離、避難
者間の距離を確保するための間仕切り等について確認し
たほか、避難者役を置いてシミュレーションを行いました。
　訓練後には、職員らが訓練を通じて感じた課題等を
出し合い、対策の改善を図っていました。

避難所開設訓練

令和3年2月26日(金)までに請求してください。

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

8
月
28
日(

金)

午
後
2
時
〜
3
時

● 
日　

時

● 

会　

場

な
び
あ
す

● 

対　

象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

定　

員

2
人(

事
前
申
し
込
み)

● 

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

藤
木)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

※お問い合わせ先　町歴史文化館(担当･松葉) ☎32‐0027

みはま
“郷育プログラム”

関連講座

日時

会場

8 月 1 日 ( 土 )
午前 10 時～ 11 時 30 分

美浜町歴史文化館 研修室 2

講 師 多仁 照廣 さん
( 元敦賀短期大学教授 )

内容 歴史文化館所蔵の初見の古文書を紐解き、往
時の暮らし・文化に迫ります。

定員 20 人 ( 要申し込み )

美浜の古文書について Ⅵ
　～見ながら、あれこれつぶやきながら見てみましょう～

みはま土曜歴文講座

歴史文化館所蔵の初見の古文書を紐解き、往

受講料

無 料
※展示室への入室には
　入館料が必要です

座　学

申込締切 7 月 31 日 ( 金 ) まで

備考 感染症対策にご協力をお願いします。

美
浜
町
健
診
の
再
開
に
つ
い
て

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

大
井)

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況

を
鑑
み
中
止
し
て
い
た
健
診
に
つ
い
て
、

町
で
は
7
月
か
ら
再
開
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
集
団

健
診
の
受
け
入
れ
人
数
に
制
限
を
設
け
て

い
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
町
健
康
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
待
ち
時
間
や
会
場
の
密
を
避
け

る
た
め
、
受
付
時
間
を
指
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
指
定
時
間
に
合
わ
せ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※ 

健
診
の
日
時
や
場
所
、内
容
等
に
つ
い
て

は
背
表
紙
の｢

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー｣

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。

お昼寝アートで子供の成長を記録しよう!

｢いきいき健康サロン｣が再開！！
　緊急事態宣言の解除を受け、新しい生活様式に基づいた社会活動を再開する動きが広がる中、高齢者らが

交流等を楽しむ｢通いの場｣も動き始めています。

　町内においても、新型コロナウイルス感染症の拡大により自粛していた活動を、徐々に再開しています。

今月号では、佐田公民館で開催された｢いきいき健康サロン｣をご紹介します。

※お問い合わせ先
　 子ども･子育てサポートセンター
　(担当･河村) ☎32‐0192

ちゃんの体重は、生まれてからの3カ月で出

生時の2倍になり、1歳や2歳になる頃にはさ

※お問い合わせ先　町健康福祉課 地域包括支援センター　(担当･藤木)　☎32‐6704

仲間との再会に笑顔
　｢いきいき健康サロン｣の再開にあたっては、新しい生活様式や県民

行動指針等を参考に次のような対策を行いながら実施しました。

距離を確保してメニューを実施

■対象年齢　生後～1歳頃まで

　お昼寝アートとは、子どもの背景に小物や飾り等

を置いて撮影する、子どもと共に作り出すアート写

真です。

　サポートセンターでは、2種類の背景(風船バージョ

ン、天使バージョン)を用意しているので、お好きな

バージョンで写真を撮ってみませんか?子どもの成長

記録としてはもちろん、家族にとってもいとおしい大

切な宝物になると思いますよ。撮影を希望される方

は、スタッフまで声をおかけください。

　約3か月ぶりの開催ということで、久しぶりに仲間やスタッフと再会し

た参加者からは笑顔がこぼれていました。一方で、自粛生活が続いた影響

から｢体力が低下した｣や｢疲れやすくなった｣という声も聞かれました。

　高齢者の皆さんにとって、健康維持･交流の場は重要です。町では、今後

も感染対策を徹底しながら｢いきいき健康サロン｣を開催していきます。

●参加者のマスク着用や手指消毒の徹底

●人との距離を最低1メートル(できるだけ2メートル)確保

●参加者同士が接触するようなメニューは行わない

●運動はマスクをしたままでも苦しくない程度にする　等

受け付けでの検温･問診

らにその何倍にもなるといわれています。ここまで

成長するのはこの時期だけです。成長とともに手足

もすぐに大きくなってしまい、親としてはうれしい

ような寂しいような…。

　子ども･子育てサポートセンターでは、子どもの

成長を目に見える形で残せるよう、今年度からお昼

寝アートを実施しています。

赤

■撮影可能日 　平日のみ　※写真撮影は各自でお願いします。

☆ わが子の成長記録として、月齢フォト

やハーフバースディ(生後6か月)記念

フォト、バースディ記念フォト等を自

由に撮影いただけます。お気軽にご利

用ください。

↑風船バージョンのお昼寝アート ↑天使バージョンのお昼寝アート

げんげん歩
ぷ ら す

楽寿
 　　　　推進集落
中寺区

　今年度のげんげん歩楽寿推進集落

は、6月に指定された4集落(木野･小

倉･栄･けやき台)に加えて中寺区も指

定され、計5集落になりました。

　今後、食事や運動、塩分測定等の

ほか、集落独自の特徴･課題を踏ま

えた取り組みを行い、生活習慣病の

予防･改善を目指します。

熱中症にご注意ください！
～｢新しい生活様式｣における熱中症対策～

　新型コロナウイルス感染症の影響により、熱中症対策においても｢身体的距離の確保｣や｢マスクの着用｣、｢手

洗い｣、｢3密(密集、密接、密閉)を避ける｣等の対応が必要です。

　正しい知識を身につけ、次のような点に気を付けながら暑い夏を乗り切りましょう！

①暑さを避けましょう
○ エアコンを利用する等して、部屋の温度を調整しま

しょう

○ 感染症予防のため、換気扇や窓開放で換気をしつ

つ、エアコンの温度設定をこまめに調整しましょう

○暑い日や暑い時間帯は無理をせずに過ごしましょう

②適宜マスクを外しましょう
○気温や湿度が高い中でのマスク着用は注意が必要です

○ 屋外で、人と十分な距離(2ｍ以上)が確保できる場

合にはマスクを外しましょう

③こまめに水分を補給しましょう
○のどが渇く前に水分補給しましょう

○1日あたり1.2ℓを目安に水分補給しましょう

　※ 500mlのペットボトルを2本以上持っていく

ようにしましょう

○大量に汗をかいたときは塩分もとりましょう

④日頃から健康管理をしましょう
○日頃から体温測定や健康チェックをしましょう

○ 体調が悪いと感じたときは、無理せず自宅で静

養しましょう

⑤暑さに備えた体づくりをしましょう
○日頃から適度に運動をしましょう

　※涼しい時間帯を選びましょう

○ 水分補給は忘れずに、無理のない範囲で実施し

ましょう

※お問い合わせ先　町健康福祉課(担当･幸光)　☎32‐6704

○ マスク着用時は、負荷のかか

る作業や運動を避け、周囲の

人との距離を十分にとった上

で、適宜マスクを外して休憩

をとりましょう

｢区民全員で健康づくりに取り組みます！｣
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ふるさと昔
よもやま話

6/1～6/30 受付分
（敬称略）慶弔慶弔

(100)

◎ご誕生

氏　名 住 所 年齢 届出人

金 吾 秋 子 河原市 70 金 吾 芳 雄

岩　野　由里子 早 瀬 89 岩 野 一 惠

川 畑 雪 子 河原市 84 山 口 春 子

髙 城 三 郎 興道寺 90 髙 城 孝 一

小　嶋　八重子 松 原 93 小 嶋 俊 明

武　田　由利子 栄 69 武 田 正 美

納 谷 　 曻 丹 生 83 納 谷 昇 治

鳥　井　きよ子 北 田 87 鳥 井 誠 司

澤 井 滿 雄 佐 田 93 澤 井 繁 明

山 本 隆 一 郷 市 66 山　本　まゆみ

浅 妻 靖 司 大 藪 78 浅　妻　加代子

◎おくやみ

パズル面にある漢字群を７つの四字熟語
に分割してください。うまく分割できる
と２つの漢字があまります。それを並び
替え、美浜町の地区・場所・行事の名称
をつくってください。

四文字熟語ブロック分割

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

大 器

晩 成和

洋 折 衷

言不

実

行

例

国

 ● 応募方法
　はがきに、答えと住所、氏名(感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはまハートフル
クイズ」係（〒919-1192美浜町郷市
25‐25）まで送ってください。

　
　締め切りは、8月7日(金)(消印有効)です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお
送りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに
送信してください。

【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

●7月号の答え　雲谷
●応募者総数は14人で全員正解でした。当選
の発表は、記念品の発送をもってかえさせてい
ただきます。

木

海

世

万

水

山 交

代

新

野

苦

共千

千 視 野

窄気

山万

千

代 励

精

刻

鋭

進

狭

通

　（ 3歳1ヶ月 )ちゃん

　ブロックあそびが大好きなあみ
ちゃん。いつもたか～く積み上げ
て｢やったー!!｣ってバンザイする
んだ＼(^o^)／
　変な顔をしてみんなを笑わせ
るのが得意だよ♡
　これからもごはんモリモリ食
べて大きくなるぞっ～★

亜
あ み

未  

石丸　翔一さん ･ 優紀子 さん
(山上)の次女　

↑素
ス サ ノ ヲ

盞鳴神社 ( 広島県福山市 )

疫病と穢
け が

れ

山
路　

義
隆　

(

太　

田)

淺
田　

惠
美
子　

(

金　

山)

福
嶌　

恭
子　

(

郷　

市)

片
板　

慶
子　

(

郷　

市)

酒
谷　

文
子　

(

日　

向)

川
尻　

登
志
子　

(

菅　

浜)

松
井　

と
し
子　

(

郷　

市)

長
谷
川　

美
代
子　

(

中　

寺)

田
邉　

初
穗　

(

河
原
市)

氏　名（ 旧 姓 ） 住　所

前　田　宏　樹　＆　(　林　)　侑　佳 松　原

◎ご結婚

氏　名 性別 父・母 住　所

塚 原 勇
ゆ う し ん

心 男 幸太・裕子 興道寺

武 藤 葵
あ お い

唯 女 裕弥・未央 山 上

川　

柳

　
『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
に｢

疫え
の
く
ま隅
の

国
つ
社

や
し
ろ　

蘇そ

み

ん民
将し

ょ
う
ら
い来
」
と
い
う
伝
承
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
疫
病
に

纏ま
つ

わ
る
伝
承
で
、
こ
の
よ
う
な
概
略
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
北
の
海
に
い
た
武む

と

う塔
の
神
は
、

妻
問
い
に
来
る
途
中
で
日
が
暮
れ
て
し
ま

い
、
一
夜
の
宿
を
借
り
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
蘇
民
将
来
と
い
う
兄
弟

が
お
り
、
兄
の
将
来
は
貧
し
く
、
弟
の

将
来
は
家
と
倉
が
百
も
あ
る
富
者
で
し

た
。
弟
の
将
来
は
も
の
惜
し
み
し
て
神

に
宿
を
貸
さ
ず
、
一
方
、
兄
の
将
来
は

宿
を
貸
し
た
ば
か
り
か
、
粟
が
ら
で
編

ん
だ
円
座
に
神
を
坐す

わ

ら
せ
、
粟
ご
飯
で

も
て
な
し
ま
し
た
。
8
年
後
、
武
塔
の
神

は
8
人
の
御
子
神
を
率
い
て
来
て
、
兄
の

将
来
に
子
孫
が
い
る
か
を
尋
ね
ま
し
た
。

兄
の
将
来
が
自
分
に
は
妻
と
娘
が
い
る
と

答
え
る
と
、｢

茅ち

の
輪
を
作
り
、
そ
の
腰

の
あ
た
り
に
着
け
さ
せ
よ｣

と
神
は
言
い

ま
し
た
。
そ
の
言
葉
の
ま
ま
に
茅
の
輪
を

着
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
娘
1
人
を
除
い
た

全
員
が
一
夜
の
う
ち
に
疫
病
に
か
か
っ
て

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
武
塔
の
神
は
自

分
が
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、

｢

蘇
民
将
来
の
子
孫
で
あ
る
と
い
っ
て
茅

の
輪
を
腰
に
着
け
た
な
ら
ば
、
後
の
世

で
も
疫
病
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る｣

と
告
げ
た
と
い
う
話
で
す
。

　

こ
の
伝
承
で
不
思
議
な
の
は
、
兄
弟

の
名
前
が
同
じ｢

蘇
民
将
来｣

で
あ
る

こ
と
で
す
。
2
人
が
同
一
人
物
で
あ
っ

た
と
す
る
に
は
、
神
に
対
し
て
と
っ
た

行
動
が
異
な
り
ま
す
し
、
一
夜
の
宿
を

貸
し
た
兄
も
救
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
の
が
読
者
の
一
般
的
な
心
理
で
す
。

　

2
人
の
兄
弟
が
同
じ
名
前
で
あ
る
の

は
、
神
か
ら
す
る
と
、
2
人
を
区
別
す

る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
お

そ
ら
く
ど
ち
ら
が
兄
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
一
家
は
絶
滅
す
る
運
命
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
疫
病
と
い
う
も
の

の
本
質
が
あ
り
ま
す
。
今
流
行
し
て
い

る
感
染
症
に
し
て
も
、
疫
病
は
人
を
選

び
ま
せ
ん
。
貧
富
や
地
位
の
差
、
職
業

や
年
齢
に
関
係
な
く
疫
病
は
人
を
襲
い
、

生
き
残
る
の
は
免
疫
が
あ
る
か
ど
う
か

で
す
。
生
物
学
的
に｢

優
れ
て
い
る｣

人
間
の
み
が
生
き
残
る
、
ま
さ
に
自
然

淘
汰
で
す
。

　

こ
の
伝
承
で
は
、
兄
の
娘
た
だ
1
人

が
生
き
残
り
ま
し
た
。
娘
が
選
ば
れ
た

の
は
、
子
供
を
生
ん
で
家
を
存
続
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
兄
の

家
が
選
ば
れ
た
の
は
、
そ
の
神
を
も
て

な
し
敬
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
も
う
一

つ
大
切
な
こ
と
が
、
こ
の
伝
承
で
は
語

ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
で
あ
っ
た
弟
の
家

は
、
滅
ぼ
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
古
代
に
お
い
て

あ
る
1
軒
の
家
だ
け
が
裕
福
に
な
る
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、｢

富｣

自
体
が｢

穢

れ｣

で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

9
月
12
日
の｢

み
は
ま
土
曜
歴
文
講

座｣

で
は
、
こ
の
よ
う
な
共
同
体
に
お

け
る
穢
れ
の
構
造
に
つ
い
て
、
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
明
治
大
学
経
営
学
部

兼
任
講
師 

堂
野
前
彰
子 

氏
）

まちびと まちびと 

人権擁護委員として法務大臣感謝状
を贈呈された

上田  秀夫 ( 佐田 )

＊人権に関して伝えたいことはありますか？

　私は、無関心でいることが一番の問題であると考えています。

　町民一人一人が、人権について関心を持つことが重要です。私自

身、委員の任期を終えても人権への関心を持ち続けていきたいです。

＊3年間の活動を終えられての気持ちをお聞かせください。

　人権関係の活動に約150件取り組み、充実した3年間でした。

　人権に関する活動に従事するのは初めての経験でしたが、活動を通

して多くの方と交流できたほか、さまざまな活動に参加することで知

らなかったことをたくさん学べました。

　さん

平
ら
か
な
心
で
紡
ぐ
生
き
る
こ
と

明
日
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
ひ
た
走
る

じ
い
ち
ゃ
ん
の
福
耳
好
き
な
ひ
孫
達

ア
ル
バ
ム
を
見
れ
ば
初
恋
時
止
ま
る

三
面
鏡
う
そ
も
誠
も
映
し
て
る

歳
重
ね
こ
こ
に
い
ま
す
よ
お
月
さ
ま

熱
は
な
し
心
に
か
ぜ
を
引
い
て
い
る

受
け
つ
い
で
作
っ
て
い
ま
す
母
の
味

満
月
や
今
日
一
日
を
締
め
く
く
る

(関連第13頁)

※ 氏名の文字に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用
漢字で掲載しております。
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人口の動き

■くらしのカレンダー■

古紙

8 月の納税 [納期限 8/31（月）] ※納付は口座振替が便利です。

固定資産税 (2期 )、国民健康保険税 (2期 )

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、7月 15日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和 2年8月

15（土）

16（日）

14（金）

13（木）

12（水）

11（火）

10（月）

9（日）

8（土）

7（金）

6（木）

5（水）

4（火）

3（月）

27（木）

26（水）

25（火）
24（月）

23（日）

21（金）

22（土）

20（木）
19（水）

18（火）

17（月）1（土）

2（日）

28（金)

29（土)

31（月）
30（日）

　

7
月
に
入
り
、夏
真
っ
盛
り
か
と
思
い
き
や

全
国
的
に
大
雨
に
よ
る
水
害
が
猛
威
を
振
る

っ
て
い
ま
す
。九
州
や
岐
阜
、長
野
等
、全
国
各

地
で
河
川
氾
濫
や
土
砂
災
害
等
が
発
生
し
、多

数
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
設
置
さ
れ
る
避
難
所
で
は
、昨
今

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
取
り
入
れ

る
動
き
が
全
国
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。美
浜
町

で
も
、コ
ロ
ナ
対
策
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
開

設
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。（
関
連
第
19
頁
）

　

今
回
の
豪
雨
災
害
の
よ
う
に
、「
も
し
も
」の

事
象
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。い
つ

何
が
起
き
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、日
頃
か
ら

感
染
症
対
策
も
含
め
た
有
事
の
際
の
備
え
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
表
紙
の
写
真

　

7
月
7
日
に
、子
ど
も
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た「
た
な
ば
た
会
」の
様
子

で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、七
夕
に
ち
な
ん

だ
シ
ア
タ
ー
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
、

お
母
さ
ん
と
協
力
し
て
織
姫
と
彦
星
の
飾
り

作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

令和2年7月1日現在

人口総数
    9,314人
男 4,566人
女 4,748人

前月比
（－15）
（ー  4）
（ー11）

世帯数
  3,683世帯 (ー  2)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

14:00～なびあすキッズDay※講演のみ
　　　　　　　　　　　　　　　　  (なびあす)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)
10:15～ 　第1回町民人権講座
13:15～ 　映画上映｢みとりし｣(なびあす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  8:00～住民健診[特定健診、肝炎、肺･胃･
　　　　  大腸がん検診](はあとぴあ)

13:00～3歳児健診(はあとぴあ)

  8:00～住民健診[特定健診、肝炎、肺･胃･
　　　　  大腸がん検診](はあとぴあ)
13:00～住民健診[特定健診、肝炎、肺･大腸･
　　　　  子宮･乳がん検診](はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

10:00～みはま土曜歴文講座(町歴史文化館)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

10:00～ミニさくらんぼ(佐田公民館)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入

　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

山の日

  8:00～ハートフル朝市お盆セール

　　　　　　　　　　　　　(久々子水神公園広場)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

№595


